















とした研修であったが、平成 18 年度からは女性団体や NPO のリーダー、さ
らに平成 22 年度からは、地方公共団体における男女共同参画行政担当者も
対象に加え現在に至っている。



































































　  平成 25 年度「女性関連施設・地方公共団体・団体リーダーのための
 　 男女共同参画推進研修」
⑵ プログラムの特徴
    ①男女共同参画の視点を持ち、実態把握・課題分析を行い、実践力に結
びつける。
























   
 
 
         









       
 
























































































































































































































































   報告者：納米 恵美子  公益財団法人横浜市男女共同参画推進協会理事
   報告者：萩原 綾子  静岡県健康福祉部子ども未来局局長









　報告者：田端  八重子  もりおか女性センター センター長
  報告者：仁科  あゆ美  一般財団法人大阪府男女共同参画推進財団理事兼
　　　　　統括ディレクター
  ファシリテーター：小山内 世喜子　青森県男女共同参画センター副館長
  ＜地方公共団体職員コース＞
  【テーマ】「官官・官民・多様な団体との連携と、施策・事業の推進」
   報告者：野口  登志子　鳴門市健康福祉部人権推進課係長
　報告者：渡辺  泰浩　大分県消費生活・男女共同参画プラザ課長補佐































  報告者：坂田 静香  大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」セン
　　　　　ター長




  報告者：鈴木 紀美代　静岡県くらし・環境部県民生活局男女共同参画課課長




  報告者：米山 麻以子　公益財団法人東京ＹＷＣＡ主任






  報告者：木須 八重子  公益財団法人せんだい男女共同参画財団理事長








　　申込者数 179 名 ( 内キャンセル 16 名）
　　参加者数 163 名（プレ・ワークショップのみの参加者 13 名を含む）
　　定員充足率 135.8％
    
参　加　者
コース 女性関連施設管理職 地方公共団体職員 団体リーダー 総計
定員 50 35 35 120
女性 51 29 56 136
男性 12 10  5  27
計 63 39 61 163
　研修の目的からふり返る
   目的１：地域で男女共同参画を推進するために、地域ニーズに即した課




























































   目的２：第 3 次男女共同参画基本計画を実現するための連携・協働関係














































在の 6 月中旬から 5 月中・下旬へと移動したい。なぜなら、毎年 6 月 23 日
から 29 日までの「男女共同参画週間」に向け、各地域ではその準備に入る
時期であり、また県や市の議会開催期間と重なり、参加者が多忙な時期を避
けたいと考えるからである。
　さらに研修効果を全国に効果的に広める観点から、たとえば NWEC ホー
ムページで研修の内容や資料が閲覧できるなど研修内容の広報や発信を工夫
し、男女共同参画社会のより一層の推進を図っていきたい。
　最後に、参加者の声を紹介して本稿を締めくくることにしたい。
　「今回の研修が男女共同参画の現在（いま）を見つめ、これからの在り方を
考えるといったテーマ通りのプログラムであったこと、また、得た情報から
7776
Ⅱ　実践の展開
男女共同参画の進捗と課題が自分自身の中で整理できたことから、非常に有
用な研修であった。地域に帰り、ニーズを拾い上げ、そのニーズに応える事
業の工夫に取組みたいと思います。ありがとうございました。」
（もりした・としひろ　国立女性教育会館事業課専門職員）　
